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§1 はじめに  

現在進行しつつある情報革命は，あたかも．大きな波が静かに，あるいは激  

しく押し寄せてくるかのような観を呈している。それはすでに現代社会に一定  

の変化をおよはし，「第二の産業革命」の始まりであるととらえられたり，「コ  

ンピュートピア」あるいは「プラクトピア」と表現される未来が描かれたりす  

る。このような「情報」を一つの契機として引き起こされた現代的状況をトー  

タルに把握するためには，「情報」の持つ意味と範囲，あるいは可能性を，事  

物の存在様式との関係において考察することが必要であろう。   

「情報」とはそもそも何であるのか。また，情報における質とは何か。この  

問題を深く考察するために，本講義では，まず質と量の一般論について論じる0  

っいで，自然科単における情報概念の形成について論じ，情掛こおける質と量  

について考察する。最後に，いわゆる情報革命の「科学＝産業革命」の中にお  

ける位置を明らかにしつつ，その背後において進行しつつある転換過程と，そ  

のダイナミクスを探る。   

ところで，質と量という観点が何故吾輩になるのか。それは，情報は物質に  

ょり担われること，および，その物質自身が，質と畠という両側面からの規定   

本稿は，帝6回中国・四国地区国1†大学間共同授業「情報化社会」（1983年8月22日  

～8月25日）における講義「情報…‥その星と質」の要点に一部加筆したものである。   
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性を持つことによる。具体例をあげよう。情報革命の技術的基礎は，マ  

イクロ・エレクトロニクスの発達と普及にあり，それを支えるのは半導体技術  

の飛躍的な発展にある。マイクロ・エレクトロニクスにおける情報はシリコン  

基盤上に集積するミク沌回路（集積回路IC）により担われ，1）かつ，制御さ  
れる。情報を担うもう一つの典型的物質は，核酸中のDNAである。この場合  

には情報は塩基の配列により担われ，2）遺伝情辛抱伝達するとともに，生物体  
の構成のプログラムをあたえる。このようにあらゆる情報は何らかの物質によ  

り担われる。   

物質が情報を担いうるのは何故か。それは物質が他の物質の運動を「反映す  

る」という性質を持っているからにはかならない。簡単な例をあげるならば，  

電車の中の振子は，電車の運動を反映する。少々，荒っぽい表現をするなら  

ば，このような性質が高度に発達した高次の物質系が，大脳である。われわれ  

が外界を認識することができるのは，大脳という高度に発達した物質系が，外  

界を反映することができるからにはかならない。   

要約すれば物質は，すなわち，あらゆる事物は，質と量の両側面をもつので  

ぁり，その帰結として，情報もまた，質と量という両側面をもつ。情報科学3）  
においては，主として情報の量的側面のみが抽出され，直接には，「情報量」  

のみが扱われるが，情報が質と量という両側面を持つことは見逃されてはなら  

ない。   

情報革命は，ME（マイクロ・エレクトロニクス）革命と産業用ロボットの  

普及，OA（オフィス・オートメーション）革命，スーパー・コンピュータの  

性能の向上と，データ・バンク，あるいは高度の科学技術計算などの多方面に  

わたる応用，パーソナル・コンビュ・一夕の普及，コンピュータと大規模通信網  

との結合……“などをその現象形態として進行している現代社会の質的変化  

の過程の一側面である。この変化は人間社会に何をもたらすであろうか。情報  

革命の意味を明らかにしつつ，これをその背後の質的変化過程をも含めてトーー  

タルに把握するために，その基礎をなすところの「質と量」に関する考察から  

始めよう。   
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§2 質と量について  

質と量という概念を理解するために，簡単な例をあげよう。いま，何種類か  

の果物がある。それは果物であって他の物とは区別される。石ころがまじって  

いるとしてもそれは果物ではない。果物を他の物から区別するところの何か‥…   

…・それが果物を果物として存在せしめるところの質である。ところで果物に  

もいろいろの種痛があるが，りんごをみかんなどの他の果物から区別するもの  

は，りんごのりんどとしての質である。   

このように，あらゆるものは，一定のあるものとして他のものから何らかの  

点で区別されながら，かつ，運動変化のうちにある。おのおののものを，現に  

ぁるところのものとする規定性，それが，当のものの「凱であるご）   
ところで，「あるもの」は質的に規定されたものであるとともに，量的に規  

定されている。「あるもの」は，大きさ，看さ，硬さ，明るさ，存在の期間  

（寿命）などに関するある規定をともなっている。これらはみな「どれはどか」  

としてあることになり，この規定性が抽象化されて把握されたものが「童」で  

ある。りんことみかんの例でいえば，それらの質的区別を捨象すれば，果物が  

何個あるのかという規定性が残る。さらに，果物という質をも捨象するならば，  

1コ，2コ，3コ“‥‥‥川という畠的規定性のみが残ることになる。それ故，量は  

賀の捨象，すなわち「質的無闘争削であると規定することができるであろうご）  
6） 

かくして，鼠は客観的なものの一側面であるが，それは「あるもの」をまさ  

にそのあるものとする質的規定性の捨象のうえに成立している。あるものは，  

その質によって当のあるものであるが，その鼻によって当のあるものであると  

は，一般にはいえないのはこのためである。それ故，昼的認識のみでは事物の  

全面的認識を与えることができないことは明白であろう。したがって，具体的  

なものについての盈的研究は，その賀の分析と結びついてこそ，その意味を持  

）   

ちうるといえる   

このように，互いに相補的な概念として規定される質と崖の間には，さらに  

一般的な関係が存在する。   
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量的変化の質的変化への転化  

量は，質的無関与性であるが，しばしば，物は，さまさまな定量ないし比率  

をそれ自身の性質として持つ。一原子の原子核におけるプロトンとニュートロ  

ンの数ほ原子の性質を規定し，化合物原子における構成原子の数は，化合物の  

質的区別を生み出す。このように，物の量的規定が，物の賀の表現となる場合  

がしばしばあらわれる。このように，量は．質的に無関与なものでありながら，  

しかも質的に無関与にとどまりえないといえる。そのことの根拠は，盈は，そ  

のものとしては，質的無関与性，すなわち揚棄された質であるが，しかし具体  

的には「あるもの」の量としてあり，質との統一・にあることに求められるだろ  

う。   

量的変化の質的変化への転化と表現される一般的法則の理解は，自然の，さ  

らには社会科学的諸問題の理解のためにきわめて蚕要である。この法則の簡単  

な事例として，   

0周期律表におけるプロトンの数が原子の質的区別をあたえること   

○メタン化炭素化合物CnH2n＋2における炭素の数nは，化合物の質的区別  

をあたえること  

等をあげることができるだろう。これらは量的変化が非連続的な場合であるが，  

っぎに連続的な場合をとりあげてみよう。連続的な場合の一つの典型ほ，振動  

である。  

ついには  低←  →向  ついにほ  

機械的振動  熱振動  

このとき，一定の範囲の振動数の場合は，振動は音となるが，振動数が増し  

ていけば，それは高い音となり，ついには音とは異質の熱振動につながる。反  

対に振動数が′トさくなれば低い音となり，ついには音とは異質の機械的振動と  

移行する。   

もう一つの典型的な例としては，水の蒸発をとりあげよう。水に熟を加えれ  

ば，その温度が上昇する。しかしながら100℃に達するまでは「疲体」という   
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状態は変化しない。ところが100℃に達するやいなやその様相を一変し，もは  

やこれ以上温度は上昇せずに沸騰をはしめる。すなわち「液体」という状態か  

ら「気体」という状態への転化が始まったのである㌔）この過程をミク。に見る  

ならば，液体においては分子間のポテンシャル・エネルギ－が主要であるが，  

100℃を墳に分子の連動エネルギーが主要である気体という状態へと転移する  

ことになる。   

このような，気相，液相，固相の問の転移は多粒子系においてひろく認めら  

れる－・般的性質であり，それは相転移（fhaseTransition）とよばれる。極低  

温においてある種の金属（ニオブNbなど）の電気抵抗が零になる現象は，「超  

伝劉として知られているが，これは第二種の相転移10）とよばれる現象である。  

相転移はこのような身近な現象にみられるのみならず．最近では真空そのもの  

までもが宇宙の初期において相転移を起こしたことが指摘されている。11）   

これらの典型に見るように，量的変化の質的変化への転化は，あらゆる事物  

に見られるきわめて－・般的な性質であるといえる。この転化は，また，「質の  

生成」というかたちでとらえることができる。  

質  の  生  成  

質の生成という概念を説明するための簡単な例として，二原子分子において  

始めてあらわれる新しい運動モードの生成をあげることができる。ヘリウムHe，  

ネオ・ンNe，アルゴンAなどの単原子分子の可能な運動は，空間における三方向  

の並進運動のみであり，したがってその自由度は3である。これに対し，水素  

H2，窒素N2，酸素02などのこ原子分子では，並進運動のはかに新しい自由度  

があらわれる。それは二原子を結ぶ線分に垂直な二方向それぞれのまわりの回  

二＿喜＿∴・  二原子分子においては，二原子を結  

ぶ線分に垂直な二方向のまわりの回転  

の自由度があらわれる。   
つ′  

－F癌1－  
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転の自由度と，二原子間の距離の増減による振動の自由度である。これらの回  

転運動と振動は単原子分子の運動に還元することは不可能であり，二原子分子  

12）   においてはじめて生成される新しい質である。  

同様に，気体を特徴づける圧力，体積，温度などは，多粒子系としての気体  

においてはじめて生成される質である。また，前述の相転移は，新しい貿の生  

成を意味するものと理解することができる。   

さて，単純な二原子分子の場合とはきわだった差異をもつ高次の質が生成さ  

れる典型は，生物体の場合であろう。もちろん生物体は原子・分子から構成さ  

れており，その限りにおいて生物は物理学や化学の法則の支配をまぬがれるこ  

とほできない。しかしながら生物体においては無数の要素的な変化が互いに無  

関係に進行しているのではなく，それは生物に特有な－・定の関係において進行  

している。このような進行の仕方に生物としての特有な繋があらわれ，その結  

果が「生きている」という新しい物質の存在様式を可能にしているのである。  

生物は，原子・分子の集合体でありながら，新しい質を獲得した存在である。   

では，「生きている」という新しい質とは何か。生物体は，外界の物質を取  

り入れ生物体の構成部分を合成し，かつエネルギーとして蓄える。これは同化  

作用とよばれるものである。それとともに，生物は絶えずその体成分を分解・  

排出し，構成部分を取り替え，かつ，そのエネルギーを利用している。これを  

異化作用という。同化と異化をあわせて，「物質代謝」（metabolism）という。生  

物体は，同化と異化という相反する方向に働く二つの作用の動的平衡の上に自  

己を維持している一つの開放系（open system）である。かかる物質代謝が高次  

外 界  

生物体は，同化と異化という相反する方向に働  

く二つの作用の動的平衡の上に自己を維持してい  

る一つの開放系（Open System）である。   

同化  異化  

－Fig．2－  
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に組織され，種々の生物体を組織している。あらゆる生物は物質代謝を基礎に，  

自己増殖，生成と発生，刺激と反応などの無生物と区別される新しい質により  

特徴づけられる。   

話がいくぶん抽象的になったが，このように，質と量という概念は，事物と  

その存在の論理を深く理解する上で不可欠のものである。このことを念頭に  

おいて，次章では，情報概念の形成について見ていこう。  

§3 自然科学における情報概念の形成  

シャノンが 情報理論における情報量の定義式を明確にしたのは，1948年の  

ことであった。しかしながら，自然科学そのものの中に情報概念が登場してき  

たのは，それよりはるかに早かった。最初の登場は，すでに，統計力学そのも  

のの成立の時点，すなわち，1871年に，マクスウェルが提起した「マクスウ  

ェルのデモン」という問題の中においてであった。それは，いわゆる「熱力学  

の第二法則」がデモンの存在によって破られてしまうのではないか，という問  

題提起である。  

熱 力 学 の 第 二 法 則  

熱力学の第二法則は，自然の変化に一定の方向性があることを示すきわめ  

て重要な法則である。この法則の発見の鍵は，熱機関の効率の問題にあった。  

産業革命期には，蒸気機関などの熱機関が動力機としてひろく用いられるよう  

になり，いろいろの改良が加えられ，その効率は徐々に向上した。熱機関とい  

うのは循環過程（サイクル）によって熟を仕事に変換する装置である。これは  

高温熱源から熱を受け取り，それを仕事に変換し，残りを低温熱源に捨てると  

いう素過程からなる。ところで熟は放置しておけば高温物体から低温物体へ移  

動するだけで，熱がひとりでに仕事に転化することは決して起こらない。それ  

故，理想的な熱機関では，高温から低温への熱の移動があってはならない  

はずである。このような考察からカルノーは，高温熱源から熱を受けとる際に  

も，低温熱源に熟を捨てる際にも，熱機関と熱源の問の温度差がないように行  

われるような理想的な熱機関（カルノー・サイクル）の理論を建設した。この   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



小  池  和  男  

ような熱機関では，その温度を高温熱源あるいは低温熱源の温度に．－・致させる  

ことが自由にできることが必要になるが，これは断熱圧縮，または断熱膨張に  

より実現しうる。   

熟の移動の際に温度差をともなわないという，まさにその理由により，カル  

ノー・サイクルは．可逆サイクルであり，その効率は，あらゆる熱機関の中で最  

大である。しかしながら，その効率は，高温物体の温度と低温物体の温度だけ  

1・1〕  

で決まるある値をとり，それほ，あらゆる熱機関の効率の上限をあたえている。   

熱機関の効率に上限があることは何を意味するのか。やがて，この間題のもつ  

意味は，エネルギーの不滅則（熱力学の－・法則）とは別のもう一つの法則…一  

熱力学の第二法則……川の存在として把握される。   

熱力学の第二法則は，「熟は低温物体から高温物体に，ひとりでに移ること  

はできない」（クラウジウス1850年），あるいは「熱をはかにいかなる影  

響をも残さないで，完全に力学的仕事に変えることば不可能である」（W．ト  

ムソン 1851年），というように，見かけが異なる二通りの表現がなされた  

が，後にクラウジウスにより，これらは本質的に同一・の内容をあらわすもので  

あることが示された。   

第二法則は，「エントロピー」という概念の導入によりその意味が理解され  

る。エントロピーということばは，ギリシア語の「変化」という意味に由来す  

る。熱力学の第二法則は，「閉じた系のエントロピーは増大する」と表現される。  

エ ン ト ロ ピ ー  

エントロピーという概念は，クラウジウスにより導入されたが，ここではそ  

の形成の論理を追跡する15）のではなく，その論理を含みつつもいくぶんfor・mal  

に導入することにしよう。熱機関においては，エネルギーのやりとりは熱エネ  

ルギーをもらい，その一部を仕事に変換し，残りを捨てるというかたちをとる。  

このように，ある系にエネルギーをあたえる方法には，熟のかたちと，仕事の  

かたちのこ通りの方法がある。系にあたえられたエネルギーは，いずれの方法  

であっても，それは「内部エネルギー」となり区別はつかない。しかしながら．  

「仕事」が一般にその逆方向の過程が可能（可逆的）であるのに対して，熟は，   
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「高温物体から低温物体にひとりでに移る」といういちじるしい方向性を示し，  

逆過程は決して起こらない。それ故，仕事によりエネルギーをあたえる場合と  

熟によりエネルギ・－をあたえる場合に，仕事と熟の性質の差異が明確になるよ  

うな新しい状態量を導入することが必要になる。ところで仕事をすべて圧縮と  

膨張でやりとりする場合には，仕事のやりとりは，「体積」という状態量の増  

減のかたちで変化が残る。仕事のときの体積と同じように，熟の出入りにとも  

ない保有高に増減を生じるような童を導入しよう。それがエントロピ・－Sであ  

る。   

圧力Pの下で体積が』Ⅴだけ変化したとき，系が受けとる仕事』Wは  

』W＝－P∠Ⅴ   

であたえられる。同様に絶対温度Tの下で系が熱のかたちで受けとる熱量は新  

しい状態壷Sを導入して  

dQ＝T∠JS   

であたえられるとしよう。ここで定義されるSが，エントロピーとよばれる状  

態塵．である。   

エントロピーを導入することにより熱力学の第二法則は，「閉した系ではエ  

ントロピーは決して減少しない」，すなわち，  

d S≧0  

と表現される。   

このように，マクロな熱力学において導入されたエントロピーという概念は  

たいへんわかりにくいものであるが，その意味は，ミクロの定義により明確に  

される。ボルツマンは，エントロピーの増加に確率論的意味づけをあたえた。  

すなわち，はじめに秩序ある状態に置かれた多粒子系は，種々の相互作用の結  

果，秩序を失う方向に変化する確率が圧倒的に大きいのであり，そのことがま  

さにエントロピーの増加の意煉であるというのである。 
16）   

このような意味づけの下に，ボルツマンはエントロピ1－のミクロの定義式   
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S＝klogW   

をあたえた。ここにWは多粒子系のとりうるミクロの状態の数，kはボルツマ  

ン定数（－・分子あたりのカス定数）である。系が整然とした秩序ある状態を保  

っていれば，ミクロ状態の数Wは′トさな値をとるか，無秩序の度合いが増せば  

Wは大きな値をとり，Sは増大する。すなわち，エントロピーとは「系の無秩  

序の度合いをあらわす凱であると意味づけることができる。17）かくして，エン  
トロピー概念により，熱力学の第二法則の意味が明らかにされる。   

それでは，熱力学の第二濾則を破るかのように振舞う「マクスウェルのデモ  

ン」とは何か。  

マクスウェルのデモン  

マクスウェルが提起した問題は，つぎのように説明される。18）Fig3に示され  
ているように，小さい出入口のついた壁でA，Bの二つの部分は仕切られた箱  

があり，その中に気体が入っている。は．じめA，Bの気体は等しい温度をもち  

全体として熱平衡状態にあるとする。いま，ドアのところにデモンがいて，デ  

モンはドアに接近する分子を見わけ，かつ，ドアを開閉する能力を持っている  

ものとする。デモンはA側からドアに近づく分子に対しては，ある速度より速  

い分子にだけドアをあけ分子を通し，それより遅い分子に対してはドアをしめ  

分子を通さないが，B側からドアに近づく分子に対しては，逆に，ある速度よ  

り遅い分子だけを通すものとする。するとしたいに，Aにほ，ある速度より遅  

い分子が集まり，Bにはその速度より速い分子が集まっていく。したかって，  

しだいにBの温度が上昇し，Aの温度は低下する。すなわち，はじめは温度が，  

等しく平衡状態にあったのであるが，AからBへ熱が移動しはしめ，「低温部  

から高温部へ熱が移動して，あとには何の変化も残さない」という現象が起こ  

ることになる。これは明らかに熱力学の第二法則に反することになるのではな  

いか。これがいわゆる，「マクスウェルのデモン」という問題である。   
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一Fig．3－  

マクスウェルのデモンが提起した問題は，深刻であった。もし，熱力学の第  

二法則が，まったく一般的な法則であって，これに反する現象は絶対に起こり  

えないのであるならば，このようなデモンは，理論上，この自然界に存在でき  

ないことになるが，はたしてそうであるのか？ あるいは，このようなデモン  

は，なにかある条件の下では存在できるのであって，そのときにも第二法則と  

は．矛属しないものであるのか？ デモンの存在が容認されるとすれば，それは  

熱力学の諸法別の適用外の問題であるのか？   

熱力学の第二法則の確立に寄与したW“トムソンほ，「マクスウェルのデモ  

ンは，生気（animation），原子レベルの大きさ（atomic dmension），知性  

（intelligence）という三つの条件を備えた自由意志を持った存在者であり，物  

理学の立場から論ずる範囲の外にある」とした。それに対し，スモルコウスキ  

ーは，デモンが開閉するドアは，ブラウン運動によってランダムに開閉するこ  

とになり，このためにドアが長時間にわたって系統的に作動することは不可能  

であり，そのために，デモンによる熱力学の第二法則の破綻は，ただ見かけ上  

の破綻にすきないものになると論じた（1912年）。アインシュタインは，も  

し柏のなかの系全体がデモンを含めて熱平衡状態にあるとすれば，そこに知的  

な能力をもった存在者がいることはありえないことを指摘した。何故ならば，  

マクスウェルのデモンは， 全体がデモンを含めて熱平衡状態にあるとすれば，  

いずれはその平衡温度に対応したラングムな運動を始めて，いわば目まいを起  

こした状態となり，その認知能力を失ってしまうであろう。知的能力を持続す  

るためには，外界からなにほどかのエネルギ∴－の補給を受け続けなければなら  

ないことになり，したがって，系とともに熱平衡にあることはできないのであ   
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る。   

「マクスウェルのデモン」は，何かの解答を与えなければならない本質的に  

婁要な問題を提起しているが，この問題に定量的にはっきり答えた仕事は，  

1929年にシラ・－ドによってなされた。シラ1－ドは，デモンの行動を，デモン  

が分子の状態に関する情報を受けとる過程に立入って考察するならば，その存  

在が第二法則に矛盾するものではないことを明らかにした。これによってはし  

めて，熱力学のエントロピーと，状態の認知に関する情報量との連関が，定量  

的にとりあげられるようになる。ここで重要な役割をはたすのが，ネゲントロ  

ピー（負のエントロピー）という概念である。  

ネゲントロピーと情報  

ネゲントロピーNは，負のエントロピー，すなわちエントロピ・－Sの符号を  

変えたものである。  

N＝－S  

エントロピ・－は，「系の無秩序の度合いをあらわす量」であったが，その符  

号を変えたネゲントロピ・－ではその意味が逆転し，「系の秩序をあらわす量」  

である。ある系に外から働きかける，あるいは操作を加えることによりその系  

の状態に閲す・る情報が得られる㌘）このことから，情報は系の秩序に関係するも  

のであることがわかる。   

系の秩序がしたいに失われるにつれて，系のとりうる状態の数は増大し，そ  

れ故，その対数により定義されるエントロピーは増大する。すなわち，ネゲン  

トロピーは減少する。   

ネゲントロピーは，系の秩序をあらわす量，すなわち「潜在的な情報量」で  

あり，その系に対する実践あるいは操作により引き出されるものが情報量であ  

るといえる三の  

情 報 量 の 定 義  

情報量の定義を理解するために簡単な例を上げよう。いま一枚の貨幣がある。   
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貨幣には表裏があるが，表が上を向いている場合と，裏が上を向いている場合  

の二通りの場合が可能である。どちらの面が上を向いているのかという事実は，最  

も簡単な情報である。同様に，－・つのサイコロがあるとする。サイコロの上の面  

にあるのはどの目であるかという事実は，一一つの情報である。ところで，貨幣  

の表が出る場合のほうが，サイコロを振って1の目が出る場合よりも，容易に  

起こることは明らかである。貨幣の表が出るのは，二通りの場合の中の一つの  

場合であり，サイコロの1の目が出るのは，6通りの場合の中の一つの場合で  

ある。それ故，サイコロの1の目が出ていることに関する情報藍のはうが，貨  

幣の表裏に関する情報量よりも大きな値をとるはずである。   

このような考察と，エントロピ一あるいはネゲントロピーのミクロの定義と  

の頗比から，情報量が以下のように定義されることの意味は，容易に理解され  

1）   
るだろう   

「W個の異なる事象が等しい確率で起こりうるとする。これらの事象のうち  

のただ▼叫つが選ばれて生起したとき．その情報量Ⅰは，  

王＝KlogW  

22） 
であたえられる。ここでKは定数である」。ここで，対数表現をとることの意  

義は，ネゲントロピ・－の場合と同様に，情報量に加法的性質を与えることにあ  

る。簡単な例として，AからBに行く方法が三通り，BからCに行くのにこ通  

りの方法がある場合を考えてみよう。  

ーFlg．．4‾■  

このとき，AからCに行くために適った道筋に関する情報量は，AからCに行  

く場合の数が6通りであるので  

Ⅰ：こ▼Klog（3×2）ニKlog3＋Klog2   
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となり，（A→B）に関する情報量と（B▼→C）に関する情報量の和で与えら  

れることになる。かくして「一情報の量は可能な選択の数の対数で測られる」と  

いうことができる。   

ここで，ついでに情報量の単位について述べておこう。最も簡単な情報は二  

分割の場合，すなわち，ニつの可能な事象があり，その両者が同等の確率で生  

起するとき，そのいずれかを決定する場合である。これを情報量の学位にとり，  

rlビット（bit）」23）と定義する。この定義によれば，Ⅰ＝KlogWにおいて，W  

＝2のときⅠ＝1であるから，K＝1／log2となる。   

例 （10110011）というパルスの情報量は，  

Ⅰ＝（1／log2）log28＝8bit  

これは，1と0の二者択一・というかたちの選択が8回行われたことを示して  

いる。   

より大きな情報量に対する単位としては，   

1′ヾイト（byte）＝8ビット  

1キロバイト ＝1，024′ヾイト   

が用いられる㌘）  

マイクロ・コンピュータ  

情報塩の単位について紹介したついでに，マイクロ・コンピュータの原二理について簡単  

に触れておこう。マイクロ・コンピュータはFig5のような部分から構成されている。こ  

こで主記憶装置は，半道休回路（IC，LSI）からなり，電気信号による1または0と  

いう形の情報を言己憶する。この装置には，すでに情報が書き込んでおり，読み出し専用の  

メモリーRead Only Memory（ROM）と，昏き込み可能なメモリーRandam Access  

Memory（RAM）の二層類がある。中央処理装置CentralProcessingUnit（CPU）は，  

ニ進数の形の情報の演算・制御を行う半導体回路である。CPUが直接に処理するのは，こ  

のような二進数からなるいわゆるMachine Languageであるが，そのままでは扱いに不  

便であるので，人間にとって扱いやすい，BASIC，FORTRANなどの高級言語をMachine  

Languageに変換するような，いわゆるInterpreterがROMの中に書き込まれているもの  

が多い。繍助記憶装置としては，通常，磁気テー70，あるいは磁気ディスク，磁気バブ  

ルなどが用いられる。   
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入出力  
回路  

補助  中央処理装置  

言己憶装置  覧竃．   

主記憶装置 （芸三芳ラム  表示用 記憶装置   

○リ   
（ディスクなど）  

キーボード  

－Fi乱5－  

－マイクロ・コンピュータの構成一  

熱力学の第二法則の一般化  

ここで諭しられた情報量という概念は，「マクスウェルのデモン」という問  

題の解決にどのように関与するであろうか。このことを諭しるためには，まず  

熱力学の第二法則の情報過程を含む場合への一般化が必要になる。   

熱力学の第二法則は，エントロピ・－Sにより  

∠S≧0  

とあらわされる。ネゲントロピーN＝＝＝－－Sを用いれば，これは  

』N≦0  

となる。この法則は，情報過程を含む場合，容易に－・般化されて，  

∠N＋∠Ⅰ ≦0   

とあらわされる。（Appendix参照）。すなわち，一腰化された第二慮則は，  

「ネゲントロピーと情報量の和はつねに減少する」と表現される。  

「マクスウェルのデモン」の解決  

さて，「マクンウェルのデモン」に話を戻そう。箱の中は熱平衡にあるため，  

特定の分子から発せられた幅射は，全体の中で区別することは不可能である。   
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それ故，デモンは，そのままでは，その分子を見ることば決してできないはず  

である。デモンは，分子の運動を観察する手段を持っていなければならないの  

で，それをサーチライトであるということとしよう（このことで－・般性ほ，少  

しも失われない）。   

すると，系は「箱の中の気体」，「サーチライト」，「デモン」という三つの  

要素からできていることになる。系をこれらの三つの要素に分割することによ  

り，デモンが情報を手に入れる過程を詳細に扱うことが可能になる。簡単な議  

論により，この場合にも系全体のエントロピーはやはり増大することが示され  

る㌔5）こうして，「マクスウェルのデモン」という問題は，情報量を考えに入れ  

ることによって，熱力学の第二法則と矛盾しないものであることが証明される  

のである。   

では，デモンの本質的な役割は何か。サーチライトのフィラメントからの光  

の放出は，系の内部へネゲソトロビーをまきちらすことになる。デモンは分子  

により散乱された光を受け取ることによって分子を認知する。すなわち情報を  

得る。すなわち，まきちらされたネゲントロピ1－の一部が情報に転換されたわ  

けである。この情報に基づいて，デモンはドアを開閉してネゲントロピーを再  

生産する。すなわち，デモンは，  

ネケントロビー →情報量 →ネケントロビー  

の転換を行う一・つの機関としての役割を果たしているに過きず，系全体として  

は，熱力学の第二法則に従って進行するのである。  

§4 情報における量と質  

序論で述べたように，「情報」ということばは，－・般にはもっと広い意味を  

含むものであるが，情報理論の対象としてとりあげられる「情報」の意味は以  

上のように限定されたものであり，そこにおいては，情報の質的側面が捨象さ  

れている。情報の質的側面のかかわりを見るために，ニ・三の例をあげてみよ  

う。   
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例1大きなビルディングの一室を訪ねる場合をとりあげてみよう。このビルは8階建で  

各階に30室ずつ計240窒あるとする。いま，受付で，「部屋番号は529です」と教え  

られた場合と「5階のエレベーターを降りて，その員正面の部屋です」と教えられた   

場合を比較してみよう。前者は，240室の中の特定の岬ノつの部屋529を指定する情報  

であるから，その情報量は  

Ⅰ＝Klog240  

である。これに対して，後者は，「8個の階のうちの特定の一つの階を指定する情報」  

と「その階の30室のうちから特定の－…つの部屋を指定する情報」が合成されてできた  

情報である。その情報最は  

Ⅰ＝Klog8十Klog30＝Klog240  

となり，前者と一頭する。この場合「5階でエレベーターを降り叫…・」と教えてくれ  

た場合のほうが，ただ「529弓竃」とだけ知らせてくれた場合よりも明らかに親切で  

あるが，その点は情報理論的には区別されない。これは，質の捨象の上に成立する情  

報理論の・一つの適用限界を示しているのかもしれない。   

例2 男の子が生まれるか，女の子が生まれるかという場合をとりあげて見よう。自分の  

妻が男の子を生んだか女の子を生んだかという惜報は，見ず知らずの人の妻が男の了  

を生んだか女の子を生んだかという情報と，量的には等しい。すなわち，いずれも二  

者択一一の情報であるから，その情報屋は，1ピノトである。   

例3 五つ子が生まれる場合はきわめて稀であるので，くfまれたという情報のもつ情報員   

は，ある地域に豊富な抽出を発見したという情報局より大きいというような場合も起  

こりうるであろう。  

このように，情報畠の大小と．情報の有効性とは，必ずしも一・致しないとい  

える。情報理論において，情報がこのようなしかたで星化されるところに，こ  

の理論の意義とともに限界があるといえる。すなわち，情報理論の意義は，こ  

のようなしかたで情報を畠化することによって広範な適用領域をもつ情報の数学  

的理論が形成されることにあり，それとともに，情報の質が捨象されているこ  

とが，その限界となしているといえる。もちろん，情報理論は，相異なる質と  

内容をもった具体的な情報についての全問題の解明を，はしめから意図してい  

るのではない。   

とくに，情報における質の認識が決定的に重要な意味をもつ例は，第二琶で  

諭した「相転移」の場合であろう。非常に多数の原子からなる系の個々の原子  

の振舞いに関する情報に対して，相転移という新しい質の生成に関する情報は・   
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情報量そのものは圧倒的に小さいが，その情報のもつ看安佐は，はかりしれな  

いはど大きなものである。このように，高次の系においては，質の認識なしに  

は，その本質を理解することは，不可能になる。   

この点に関する留意は，社会科学的認識においては，決定的に重要になる。  

すなわち，社会科学的認識においては，その認織の内容，対象把握の深さ，真  

理と虚偽をめくって，諸段階があり，そこに階級対立がからんでくる。したが  

って，このような，特殊に社会科学的な理論の特徴への考慮なしに，それらを  

「情報」として－・括するならば，それは極めて形式的皮相的とならざるを得な  

いであろう。  

物質の存在様式と情報  

情報は，物質（客観的実在）の存在様式といかにかかわりあうのであろうか⊃  

19世紀なかば以降，エネルギー不滅別の成立により，自然に対する「物質とエ  

ネルギー」という見方が確立してくる。ここで物質というのは狭義の，すなわち質  

料（sto壷f）という意味での物質であり，哲学的にはエネルギ・－は，「物質の運動  

の量的表現」と理解される。20世紀になり，「情報」という概念が登場してく  

るが，これは，いかなる位置を占めるのか。   

情報ほ物質の一側面である。何故なら情報は，物質的な担い手から切り離さ  

れてはありえないからである。しかし情報は，さまざまな質料の上に，その内  

容を変えずに伝達される。すなわち情報は質料と相対的に独立している。情報  

伝達のためには，多少のエネルギーが必要になる。しかし情報は伝達されるエ  

ネルギーの藍と直接の関係はない。すなわち，情報は，エネルギーーとも相対的  

に独立している。   

かくして情報は，質料からも，エネルギ・－からも相対的に独立した物質の一  

側面である。それ故，自然的物質は，物質的，エネルギ・一的・情報的という三  

側面をもつのである㌔7）   

ところで，自然的物質の三側面として，物質的・エネルギー的・情報的過程  

を並列することに議論の余地はないであろうか。菅野礼司氏は次のように論じ  

る㌔8）「物質の普遍的属性である質と量に対比されるものが，物質的側面とエネ   
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箸会宗宗旨硝鮒物質‥・‥詣化学的  
（uno聯nisch）  物理学的，  

化学的等々  
＝ 
摘的物質……塵物学的物質  

（Organisch）  

自然としての  
客観的存瓜  
＝自然的物質  

自然科学  
的物質  哲学的物質  

（Materie）  

社会としての客観的実在  

‥■…物質（S旭f）  
t。。  

エネルギー的…・…エネルギー（Enefgie）  

情 報 的 情 報（Information）  

物質について  

自然的物賓  
（Materie）  

ルギー的側面であり，それらとは異なって物質の相互連関の中に普遍的に見出  

されるものが情報（情報の伝達ではない）ではなかろうか。そもそもエントロ  

ピーは，エネルギ1－の有効性における質的差異を与える概念であった」。この  

指摘は，示唆的であり，「情報」をめくる諸問題をトータルに扱う鍵を含んで  

29）   
いるのかもしれない。  

情報の基礎を物質の相互連関に求めるという見地は，システム理論30）との関係  
を想起させる。システムというのは，「相互作用しつつある諸要素の複合体」  

のことであるが，この理論は物質の相互連関の一側面を一・般的に扱う理論である  

と位置づけることができる。このような基礎づけにより，はしめて，情報革命を  

その背後にある人問社会の質的変化の過程と関連づけることが可能になる㌔1）  

コンピュータと人間  

最近，コンビュタの性能が飛躍的に向上し，ある種の機能においては人間の能力をはる  

かに凌駕し，また，いくつかの機能においては人間の能力にますます迫りつつある。コン  

ピュータは，はたしてどこまで人l悶に近づきうるであろうか。また，コンピュータと人間  

の本質的な差異はどこにあるのか。ここで，この問題を論じておくことにしよう。   

あらゆるものを歴史的過程においてとらえるという観点は，この間題を論じる上で，き  

わめて重要である。現代に牲きるわれわれは，数自力年におよぶ人類の歴史とそれに先行  

する30数倍年におよぶ召物とその進化の歴史，首数十億年におよぶ無機的自然の歴史の下  

に存在する㌔2）。ンピュータは，その人脚こより作られたという意味で，人間の手の延長上  
に道具が位甫づけられるように，人間の大脳の延長上に位箔づけるところの人間の道具で  

ある。この意味で，コンピュータは，ある種の機能においては，人間の大脳をはるかに凌   
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ぐ働きをするけれども，トータルな人間には到底およびもつかぬものである。のみならず，  

始線的な生物でさえ，コンビ。L－一夕のおよばないすぐれた特質を備えている0   

生物の特質は，同化と異化という相反するカ向に働く二つの作用の動的平衡の上に自己  

を維持している一つの開放系をなすことにあった。多くの下等丼物ですらすでに物質代謝  

を行うところの自己を維持するためのしくみを発達させている。現在のほとんどすべての  

生物は，外界からの刺激とそれに対応する反応を適して環境に適応するという性質をさら  

に発達させたところの外界に対する能動性（activity）を，多かれ少なかれ備えているoこ  

の能動性は，物質代謝のしくみとともに，数十倍年におよぶ長い歴史の中で，自然選択を  

通して獲得されてきたものであろう。とくに人Fi馴ま，外界に対す‾るいちじるしく能動的な  

働きかけを適して，ますます大脳を発達させ，生物界における現在の地位を独得したとい  

える。   

人間がいわゆる五眉を備え，能動的に外界に対応するのに対し，コンピュータは，キー  
） 

ボードを通して受動的に情報を処理するまた，。ンピュータは，自己を儲持する能力を  

備えず，外からのSWichonによって動作状態になるに過ぎない。コンピュータの基本的  

機能は，記億と演算・制御であるが，演算・制御においても，単純な論理の操作を積み重  
） 

ねることにより実行するこれに対し人間は，まず大局的にとらえ，しだいに詰めていく  

という思考パターンをとる。すなわち，人間の思考においては，「カン」が重要な位閏を  

占め，これほ必ずしも論理の規則によっておらず，両立l叶能か密かを重視して論理を進め  

ることが多い。   

ところで，コンピュータに対して「カン」を要求することは絶対に不可能かというと，  

必ずしもそうとは限らないのである。コンピュータにおいても，話題に関連した表現全休  

から向立．不能のものを落とし，さらに場面どとに加えられる表現の中から適当なものを選  

ぶことによって，ある程度の論理的な飛躍は実現できるかもしれない㌔5）このような「カン」  
の科学的な取り扱いは，－一億では科学による人間の解明の問題でもある。   

コンピュータの発達は，ある意味では人間のもつ歴史的重みと人間のすばらしさを明ら  

かにしたといえる。現在のコンピュータでほ近づきえない人間の特質として，人間の「カ  

ン」，「自発性」，「独創性」，「価値判断」などをあげることができる。  

§5 「科学＝産業革命」の構成部分としての情報革命  

歴史における大変革の波  

人輯の歴史は，数百万年前に始まるといわれているが，生物の進化の歴史の  

中で，人間を他の生物から区別するものは何か。それは，人間のもついちじる  

しい能動性であり，そのことが自然界における人間の現在の地位を築いたとい  

え．る。   
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人類は，数百万年におよぶ長い期間，手に最初の道具（打製石器など）を持  

ち，自然に働きかけ（狩猟・採取など）自然に対する知識を蓄積していった。  

最初の人間社会は，原始共同体であった。約－・万年前に，大変革が始まる。そ  

れは農業の発明であった。   

人類はこれまで，大変革の披を二度経験している。それは，農業革命と産業  

革命であった。しかしながら，それらは，単に新しい技術のみによってもたら  

されたものではない。これらの大変革は技術のみならず，人間の自然に対する  

働きかけ（＝労働）の習熟度，働きかけの方法（労働方法… ‖…とくに資本主  

義社会においては，集団的・社会的な生産方法をとること・・・‥など）により規  

定される生産諸力の発展段階，および，それに照応する生産手段の所有形態（生  

産関係）をも含めてトクルに把握されなければならない㌔7）以下では，この  
観点からこれらの大変革の性格を把握することにより，情報苺命をその構成部  

分とする「科学＝産業革命」の性格とその位置を解明することにしよう。  

Ⅰ 農業革命   

農業の発明は，約・－・万年前のことであった。それは，狩猟・採取の生活から，  

定住へと人間の生活を山変させた。ナイル，チグリスとユーフラティス，黄河  

などの大河流域には都市が築かれ，最初の文明社会が生まれる。これらの都市  

の文明全体を準備し，ささえたのは都市の背後にひろがる農村で農民たちがつ  

くる余剰生産物であった。   

すきの発明や藤漑事業などによって農業生産はますます発展していった。と  

ころで，虐漑工事のような大規模な事業には，それを実行するための組織と，  

指揮にあたる組織者が必要であった。彼らはまた，家畜や農産物の豊作を祈る  

祭の主祭看であり，外敵を防く軍隊の指揮者であった。こうした重要な部分を  

握ることによって，疲らはしたいに支配階級にのしあがっていく。  

最初の階級分裂社会は奴隷制社会であった。38）奴隷制社会の成立の必然性は何  
か。39）それは生産力の発展のために，奴隷の単純協業を有利に利用することがで  

きたことにある。しかしながら奴隷は自分の労働の結果に対して関心を持って  

いなかったため，技術を発展させる道に踏み出すことができなかった。さらに   
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奴隷制はひろまるにつれ，労働をますます奴隷の仕事に，つまり自由民にとっ  

て－は不名誉な仕事にかえていった。「奴隷制にもとづく生産と，奴隷制にもと  
）   

っく共同社会とはすべて，この矛盾のために没落する」   

奴隷制社会の崩壊のあとに成立したのは，封建制社会であった。封建制社会  

は領主と，奴隷よりはかなりの自由があった農奴からなり，農奴の労働意欲を  

引き出すことができた。この制度の下で，農具の改良と三国農法41）などの新しい  
農業技術の出現により生産力は発展した。はじめは，農村では農産物・農具の  

簡単な加工などは農耕者の副業であったが，その後農民の中から手工業者がし  

だいに分かれていく。彼らは自分の製品の販路を獲保するために，城のまわり  

や，修道院のわきや，大きな村，その他の商業中心地に住みつくようになる。  

こうして，しだいに新しい都市が，多くの場合，商業路に沿って成長してきた。  

都市の成長と商業の発展は農村につよい影響をおよぼし，農民の生産物もます  

ます交換にひきこまれ，交換のためにつくられる生産物，すなわち商品となっ  

ていった。こうして封建制度の内部に資本主義的生産がうまれていった。農民  

の領主に対する員粗は，最初は大部分が物納であったが，商業の発展にともな  

い，しだいに貨幣の役割が増大し，後には金納となり，そこに商人がますます  

入り込んで行く。かくして，はじめは商品交換の仲介人に過ぎなかった商人は，  

しだいに富を蓄積し，産業資本家に成長していく。これに対し，最初は生産手  

段の所有者であった手工業者は，しだいに生産手段からひきはなされ，賃金労  

働者になっていく（資本の本源的蓄積）。封建制社会における農民の不自由労  

働の生産性はきわめて低かった。資本主義的生産の成長とその影響による生産  

力の発展は，封建的生産関係の狭い枠とますます衝突するようになった。封建  

制皮から資本主義への移行は，資本家たちを中心に，それに農民たちと労働者  

たちが同盟したかたち42）の資本主義革命（オランダ16世紀末，イギリス17世紀，  

フランス18世紀末など）により実現された。初期資本主義をつぎの段階に進め  

たのは産業革命であった。   

Ⅱ 産業革命  

産業革命（IndustrialRevolution）とは，イギリスにおいて1760年代には   
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じまり，ついでヨーロッパ全土，さらにはアメリカにまで波及しためざまし  

い技術的進歩と産業上の諸変革（特に工場制機械工業の出現）と，それによる  

経済・社会組織の変化の総称である。産業革命を引き起こしたのは，紡  

績機・織機などの作業機であり，その動力として蒸気機関が発達したの  

であるが，それは産業革命の一面でしかない。重要なことはこうした技術変革  

と結びついて産業資本（Ind。StrialCa。ital）が生まれたことである讐）資本主義  
的生産においては，生産は通常，つぎのような仕方で反復される。  

1）商品生産者である資本家は，まず購買者＝貨幣所有者として市場にあらわ  

●●●   れ，生産手段を購入するとともに労働者を雇い入れる（すなわち「労働力」  
を購入する）。   

分ついで資本家は，これらの商品（生産手段と労働力）から，これらの商品  

以上の価値をもつ新たな商品を獲得する。   

劫資本家はふたたび市場に，今度は販売者＝商品所有者として復帰し，その   

商品を貨幣と交換し，それによって最初の投下資本を回復するだけでなく，  

生産過程において創造された追加的価値を利潤として取得する。  

そしてふたたび，ときには利潤の一部を追加しつつ，より大きな資本藍を  

もって前記の過程をくり返していく。   

すなわち，この過程は，  

貨幣資本→生産資本→商品資本   

のくり返しであり，これは資本制生産＝再生産の基軸的過程であり，この過程  

の担い手がまさに，産業資本にはかならない。   

産業資本主義の成立は，他面からいえば，賃労働制の成立にはかならず，こ  

の過程は，生産手段を所有することからの直接生産者の歴史的分離，いわゆる  

「資本の本源的蓄積」を前提としている。ここで必然的に起こってくる問題は，  

労働者に対する資本主義的搾取の問題である。   

いうまでもなく産業資本主義は，交換のためにつくられる生産物＝商品の交  

換の上に成立している。交換は，   
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Ⅹエルレの亜麻布＝Y枚の上衣   

というように一定の割合でなされるが，この等式を実現させる基礎は何か0そ  

れは，これらの商品のもつ「交換価値」である。交換は交換価値の等しいもの  

の問で行われる。それでは商品の交換価値を決定するもの相可か。それは・そ  

の商品を生産するために要する人間の労働である。すなわち，商品の交換価値  

を決定するものは，その背後に横たわる人間の抽象的労働である。   

産業資本主義の下においては，交換価値の等しい商品の間で交換が行われる。  

にもかかわらず，資本は剰余価値を生み出し，ますます大きくなっていくが，  

労働者の生活は少しも向上しないばかりか，悪化さえするのは何故か。44）その鍵  

は，資本家が商品として購入するのは「労働」そのものではなく「労働力」で  

あることにある。   

労働力というのは，労働者が労働を生み出す全可能性のことである。これは，  

簡略に述べれば，「1日8時間の間になしうる全労働」というぐあいに「－・定時間  

になしうる全労働」を意味する。労働力は商品として貨幣と交換される。その貨  

幣が賃金である。では労働力の交換価値は何によって決定されるのか。ここに  

おいても，商品－・般に関する価値法則が貫徹する。すなわち，どのような商品  

の交換価値も，その商品をつくり出すのに必要な労働の嚢によって決定される  

のである。労働力の交換価値もまた，その労働力をつくり出すのに必要な労働  

によって決定される。すなわち，労働者が最低限度必要な食事と休養をとり，  

明日の労働力を生み出すことができること，および労働力を絶やさぬために，  

子供を労働者として育てること，労働力を生み出すのに必要な教育を受けさせ  

ること，これらを実現するための必要性から決定されるのが労働力の交換価値  

であり，それは貨幣と交換され，賃金として支払われる。   

しかしながら，「一・定時間になしうる全労働」としての労働力がつくり出す  

労働の価値は，その労働力の価値をはるかに凌ぐものである。たとえば，「1日  

8時間労働」の場合，労働力の交換価値の代価として支払われる賃金は，3時  

間の労働によって凄み出される価値の代価であり，あとの5時間の労働が生み  

出す価値は，生産手段の所有者が利潤として取得することになる。このように，   
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産業資本主義において資本が剰余価値を生み出すメカニズムを理解する鍵は，  

労働と労働力の区別を概念的に明確にすることにある。   

産業革命による機械制大工業の成立によって－自己の再生産軌道を確立した産  

業資本主義は，もう一つの問題をかかえていた。それは，資本の本源的蓄積過  

程において生産手段が直接生産者から引き離されるという問題とともに「疎外  

された労働」という状況をつくり出した「労働の分割」の問題であった。機械  

制大工業は，分業によりその生産性を上げることができたが，チャプリンの「モ  

ダン・タイムス」により風刺されたような問題が顕在化した。「情報革命」の  

中で進行するマイクロ・エレクトロニクスと産業用ロボットの普及は「労働の  

分割」をめくる諸問題を解決しうる可能性を示唆している。   

このような問題をかかえながら，産業資本相互間の国内的および国際的競争  

はますます激化し，それにより資本の集中の進展は，ユ9世紀末より独占の形式  

を促進し，産業資本と銀行資本の融合形態としての金融資本が，これ以後の資  

本主義，すなわち独占資本主義の構成規定者となり，20世紀前半の「資本主義  

の最高の段臆としての帝国主義」の時代を迎える。激動の時代は第二次大戦の  

頃から新しい段階に突入し，新しい紀元の特徴がしだいにはっきりとその姿を  

見せはしめてくる。  

Ⅲ 「科学＝産業革命」の進行   

産業革命期の技術革新の大部分にとって，それらは必ずしも直接に基礎科学  

と結びつくものではなかった。繊維産業における作業機の発明，動力機として  

の蒸気機関の改良，鉄道の普及等これらはそのどれをとっても当時の科学上  

の業積から直接に影響を受けたものではなかった。 45）  
I   

ところが，第二次大戦の頃から科学と技術革新の結びつきは必然的なものと  

なる。この節しい特徴をその出発点において特徴づけたのは，核分裂の発見と  

原子爆弾へのその利用であった。この頃から基礎科学の諸分野が互いに結びつ  

きを強めつつ，すべての技術的活動に対して決定的な指導力を持ちはじめ，基  

礎科学の分野とかかる必然的な結びつきを持った技術革新が一挙に開発した。  

すなわち，産業革命期のように，科学は偶然的にだけ技術革新を助けるという   
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のではなく，科学が産業の中に入り，それが産業を動かし，かつ産業の性格を  

決める時代になったのである。産業の側から見れば，先端技術は基礎科学の研  

究成果に裏づけられてこそ初めて可能であり，したがって技術革新と結びつき  

うる可能性をもちうる範囲内においてという制約の下ではあっても，かかる性  

格の基礎的科学そのものの推進に力を入れる時代になったわけであるご6）このよ  

ぅな特徴をもつ第三の変蚤の波をバトルは47）「科学＝産業革命」と呼んだご8）   

科学＝産業革命ほ，これまで人類が経験した二つの大変革の波，すなわち，  

農業革命と産業革命をしのく蚤要さを持っており，人類は従来の歴史で起った  

どんな変化によるよりも大きな影響を，これらの科学と技術の変化によって受  

けることになるかもしれない。とくに，情報革命およびそれと一体の関係にあ  

るME（マイクロ・エレクトロニクス）革命は，人間の肉体ばかりでなく頭脳  

をも重労働や退屈な仕事から解放する巨大な働きを持っている。それは人間生  

活の全様式の大変革を暗示している。   

このような変革により，産業革命にはじまった工業化社会のつぎにくる社会  

として，「ポスト工業化社会」，「情報化社会」，「プラクトピア」49）などに関す  

る論調が数多くあらわれている。50）ところで産業苺命の背後において進行した  

のは産業資本主義の成立であり，産業資本主義の本質は「交換価値に立脚する  

生産様式」であった。それでは，科学＝産業革命の背後において静かに進行し  

ている変化はどのようなものであろうか。  

交換価値に立脚する生産様式の崩壊  

ME（マイクロ・エレクトロニクス）革命とオートメーション，産業用ロボ  

ソトの普及，およびそれらとともに進行する情報革命は，人間を分割された導  

詞な労働や退屈な頭脳労働，あるいは重労働から解放する巨大な潜在的可能性  

をもつが，とりわけ重要なことは人間労働の位置そのものに変化をもたらすこ  

とである。現代までのあらゆる社会構成体において，価値を生み出すのはまさ  

に人間の労働そのものであった。産業資本主義は，商品の生産とその交換の下に  

成立するが，交換価値を生み出すものは，その商品をつくり出すのに要する人  

間の労働である。ところが，科学＝産業革命の進展は，この基本的な関係に決   
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定的な変化をおよはしはしめている。すなわち生産過程において，科学が達成  

した水準や技術の進歩を体現した生産手段体系の利用度こそが，富の生産の多  

寡を決める割合が増大し，ついには労働は生産過程の主作用因でほなくなって，  

生産過程の傍に立つことになるかもしれないのである。   

こうした転換過程を予言したのは，ほかならぬマルクスであった。彼はそこ  

からさらに一歩進めて，そうなれば「直接的な形での労働が富の偉大な源泉で  

あることをやめるから，労働時間は富の尺度であることをやめ，ひいては交換  

価値に立脚する生産様式は崩壊する」51）と書いた。技術甚新の新しい段階が必然  

的に体制変革への道をひらくというのである。資本主義的生産の基盤は，かく  

して揺らく・ことになる。   

交換価値に立脚する生産様式の崩壊は，富の配分の新しい原理を要求するが，  

それは「必要に応じて配分」という原理に頼るしかないであろう。この原理は  

部分的には，先進諸国ではすでに取り入れられているものである㌔2）それは，現  
代の国家独占資本主義が，ある意味では生産手段の社会的所有の進展という側  

面をもつという事実53）と共通のものであろう。   
しかしながら，この転換過程においては，新たな本質的な問題があらわれて  

くる。資本主義的生産様式においては，「最大限利潤の追求」という資本の論  

理が貫徹するのは平凡な事実であり，その理由により無人工場の出現54）などと同  
時進行のかたちで労働の再配置が，最大限利潤追求の線に沿って進められるだ  

ろう。それ故，階級闘争はいささかもその重要性を減少するものではなく，転  

換過程における諸問題を資本の論理と対決するかたちで解決するとともに，こ  

の転換過程を，生産力の発展によりもたらされる恩恵を万人が享受するという  

方向にリードすることが必要になる。すなわち，階級闘争においては，「価値  
●●●●  

を生み出す労働力の所有者」であるという伝統的武器に加うるに，「労働によ  
●●●●●●●●●●●●●  
り人類が到達した決定的段階における転換過程の歴史的使命を担う推進者」と  

いう理念がますます婁要になるのである。換言すれば，階級闘争においても以  

前にもまして「人類」という見地が前面に押し出されてくることになるであろ  

55）  
． つ0   
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バ ナ ー ル の 夢  

「全体的破滅を避けるという目標は，他のいかなる目標にも優先されなけれ  

ばならない」という有名なラッセル・アインシュタイン宣言は，核兵器の出現  

に強制されるという消極的なかたちをとりながらも，「人類」という概念を歴  

史にはしめて登場させた。科学二産業革命は，人間を奴隷制社会の成立以来の  

「搾取を前提とする文化」と「卓萱糸屯労働」から解放するという夢を現実に実現  

可能なものにしつつある。バナールは，現代科学の発展段階は，「われわれに  

今日わかっていないことを知るための賢明な行動を遂行するための方法を見い  

だす」ことが可能になったと説き，そのためには，「事実上の新しい科学部門  

ともいうべきものである科学の科学（ScienceofScience）56）というNつの真の科  

学を創造することが必要である」と諭しる。これは，科学のプラニングに必要  

な諸要因を総合した科学である。このことにより科学はより一層社会的経済的  

領域の中に入り込み人間活動の全体へ拡がってゆくであろう。それは，世界人  

口の5分の4を占める低開発世界が，従来は特権を持つ5分の1の人口が持っ  

ていたと同じ高い生活水準を獲得することを可能にするだろう。バナールはい  

ぅ。47）「それを達成してゆく中でこそ，われわれは歴史上はじめて，同一水準の  
相互交流文化と生産機構をもった一・つの世界，万人が科学の進歩に貢献し，か  

つ科学の進歩を享受することができる一つの世界をもつ可能性を獲得するであ  

57）  
ろう。  

お わ り に  

これまで論じてきたように，情報革命というのは，現在準備され，あるいは  

すでに進行しつつある社会の歴史的転換過程の一つの垂■要な構成部分であると  

思われる。この転換過程は20世紀後半に始まり，21世紀前半にかけて続くであ  

ろう。このような激動の時代においては，変化の波に積極的に対応しつつ，か  

つ絶えず新しい可能性を切り拓いていくという姿勢が要求される。その能動性  

は人間のすばらしさの表現でもある。なぜならば，すでに講義でも触れたよう  

に，コンピュータの発達は人間の歴史的垂みと．その能動性という特性をきわ   
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だたせ，ある意味では人間のもつすばらしさを・帆一層鮮明にしたといえるのであ  

る。   

ところで，本共同授業には女子学棲も多数参加しているが，このことはまた，  

歴史的過程における「現代」のもう一つの課題の表現であろう。すなわち，現  

代は婦人が社会的生産過程に全面的に復帰する歴史の流れ58）の中にあり，いわ  
ゆる「婦人問乱の解決は，階級支配からの解放㌘9）先進諸国と低開発国の間の  
格差の解消と並．ぶ「人類」に課せられた大きな課題なのである。   

最後に，この共同授業のテ・－マは，共同授業のみでは汲み尽せぬはどの奥行  

の深さと拡がりをもつものであるが，これに意欲的・積極的に取り組み，それ  

を一つのステップに大きくはばたき，新しい時代を切り拓いていってはしい。  

Appendix  

－一熱力学の第二法則の情報過程を含む場合への拡張一  

第3章であたえた情報量の定義は，「W個の異なる事象が等しい確率で起こ  

りうるとする。これらの事象のうちのただ－・つが選ばれて生起したとき，その  

情報量は  

Ⅰ二KlogW  （1）  

であたえられると定義する」というものであった。まず，この定義を拡張して  

おこう。一般には，W個の異なる事象の数をただ－一つにしはるのでなくても，  

′ その数をW個にまで減少させる過程にも情報が関与するはずである。この場合  

の情報量は，（1）を拡張して   

′           Ⅰ＝KlogW－KlogW （2）   

と定義される。この定義はもちろん，W乞1の場合には（1）と一致する。また，  

′ W≠1の場合にも，その意味するところは容易に理解さされる。   
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○  

＝  

Ⅰ  
＝＝  Ⅰ＝KlogW  

⊥Ⅰ＝KlogW′   

いまここで，起こりうる事象とは，ある物理系のマクロな状態に対応するミ  

′ クロな状態のひとつひとつであるとする。すなわち，W，Wをエントロピーの  

式  
S＝klogW  （3）   

におけるWと同じものとするのである（ブリルアンはこれを「束縛情報」と名  

づけている。エントロピーと結びつけられるのは，この情報にかかわる情報量  

だけである）。また，エントロピーと量的なつながりをつけるために，K＝k  

とする。   

いま，はじめの状態において，事象の数がWoであったものが，ある操作に  

よって，終わりの状態においてWに減少し，情報Ⅰが得られたとしよう。   

⑦操覧砦Ⅰ⑦  

So  S  

束縛情報 事象（ミクロ状態）の数 エントロピ1－  

Wo  So＝klogWo  はじめの状態  Io  

終わりの状態  Ⅰ  W（W＜Wo）  S＝klogW（＜So）  

このとき，定義式（2）より，情報量は  

Ⅰ＝klogWo－klogW  

＝So－S  

となる。すなわち   
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（4）   S＝So－Ⅰ  

であり，得られた（束縛）情報量だけエントロピーは減少する。  

（束縛）情報＝エントロピーSの減少量  

＝ネゲントロピ1－Nの増加量   （5）   

ここで，「ネゲントロピー」Nは第3章で諭したように，エントロピーの符号  

を変えた量である。  

N＝－S＝－klogN＝－S＝－klogW   （6）   

ここで得られた結論は，  

「外部からの操作によって得られた情報量は，ネゲントロピーの生成  

に等しい」  

と要約され，「情報のネゲントロピ・一原理」とよばれる。   

さて，（4）において，外部からの操作によって情報を得て，それだけ系のエン  

トロピーを減少させた。系をこのあと孤立させたとすると，熱力学の第二法  

則によって，その後の変化に対しては  

d S≧0  

すなわち  

∠（So－Ⅰ）≧0   

となる。1投には，SoをSとかいて  

∠（S一王）≧0   

この式をネゲントロピーで表現すれば  

オN十』Ⅰ≦0  （7）   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



小  池  和  男  32  

これは熱力学の第二法則を情報過程を含む場合に一般化したものであり，  

「ネゲントロピ・－と情報量の和はつねに減少する」  

と表現される。   

ここでⅠは束縛情報Ibに限られたが，「起こりうる事象が抽象的なものと  

考えられ，特定の物理的意義をもっていない場合」をも考えに入れ，これを「自  

由情報」Ifと名づけることにすれば  

Ⅰ＝Ib＋If   

ここで，ブリルアンの議論にしたがって，∠If≦0であることを認めるなら  

ば，式（7）ほ一般に成立することになる。  

参 考 文 献  

1）集積回路（IC，Integrated Circuit）は，シリコン基盤上に直接に刻み込  

まれた，トランジスタ，ダイオード，コンデンサー，抵抗などからなるミク  

ロな回路のあつまりである。わずか数ミリ角から数川角のシリコン片上に，  

数十個から数千個さらには数十万個の回路がつくられる。このうち，集積度  

の高いものは大規模集積回路（LSI，LargeScaleIntagration），超大規  

模集積回路とよばれる。この回路が情報を担うしくみは，ある種の回路（Flip  

Flop回路など）のスイッチ機能を利用したものである。すなわち回路の  

ある部分の電圧がある一定のレベルに保たれるならば「1」，他のあるレベ  

ルに保たれるならば「0」に対応させるのである。この組み合わせで，集積  

回路からなる「記憶回路」は多畠の情報を担うことができる。また，簡単な  

回路の組み合わせで，演算を行う「論理回路」が構成される。  

2）4種頬の塩基，A（アデニン），G（グアニン），C（シトシン），T（チ  

ミン）のDNA上の配列により退伝情報が担われ，この情報はまた，生物体  

におけるタンパク合成のプログラムをあたえる。DNAはもちろん原子・分  

子レベルの大きさ（灯鶴）程度であり，集積回路とは比ではないほどにミ  

クロでかつ集積度の高い物質系である。この物質系の驚くべき諸性質は，数  

十億年におよぶ長い歴史的過程において，無数の自然選択の関門をくぐり形  

成されたものであろう。最近では，ポルフィリン環などからなる「生物学的  

素子」をコンピュータにとり入れようという研究もなされている。   
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3）「情報科学」ということ‘幻ま，かなり広く用いられているが，明確な学問   

的規定を欠いたあいまいな表現であるという批判がある。実際，「情報理論」，   

「情報処理」，「サイバネティクス」，「コンピュータ技術」などの領域は   

明確であるが，こうしたものの総体が「体系」をなしていないことは事実で   

ある。  

4）質は，単一・な規定性にとどまるのではなく，多くの規定性の総体としての  

規定性，多くの質の総体としての質というように立体的にとらえられなけれ   

ばならない。  

なお，質と塵に関する一般論は，岩崎・宮原著「現代自然科学と唯物弁証   

法」（大月書店）第2篇，および，カルナソプ「物理学の哲学的基礎」（岩波   

書店）第∬部を参照せよ。  

5）賀を捨象することにより，量に関する連関のみが残る。質の捨象の下に成立   

する「盈の科学」，これが数学である。数学に対して，一・般に，このような   

基礎づけがなされる。この見地は基本的には正しいが，不十分であろう。と   

くに，多体系における質の生成などを基礎づける場合には，この不十分さが  

顧著になる。   

私は，数学を賢一・般の捨象ではなく，いわば「物質的質の捨象」の下に成   

立する科学であると規定すべきであると考える。情報における「制御」とい   

う質もこのような性格を持つ「質」である。  

6）竃にも，質蟄という概念にともなう嶺のように加法的性質をもつ「外延蔑」   

と，温度のように加法性をもたない「内包畠」のような区別がある。はとん   

どの外延藍は加法的であるが，特殊相対性理論における速度のような例外も   

あることをカルナノブほ指摘している。  

7）質と藍は，事物が客観的にもつところの両側面である。宮原将平氏は，自  

然科学における発見は，そのはとんどすべてが質の認識というかたちをとる   

ことを強調する。   

宮原将平，「現代自然科学ノート」（北海道大学出版会）p151   

それに対しカルナップは「科学における3種類の概念」として，分類概念，  

比較概念，墓的概念をあげ，「質的なものと盟的なものの違いは，自然のな  

かでの違いではなくて，われわれの概念体系のなかでの違いである」（前掲  

雷2）p．60参照）という立場をとる。しかしながら，質は，量的関係に解消さ  

れるものではない。  

8）この例は前掲書2）の岩崎・宮原両氏の著書からの引用である。  
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9）もう少し正確に表現するならば，いかなる温度においても表面からの一定   

蛍の気化は存在するが，沸点においては液体中における気化が始まるのであ   

る。  

10）熱平衡状態として二相が共存する条件は，温度，圧力および各成分の化学   

ポテンシャルが両側で等しい値を持つことである。相転移には，準安定状態   

をともなう第一・種相転移と，準安定状態をともなわない第二種相転移が存在   

することが知られている。  

11）真空は空虚ではない。実際「場の藍子論」では真空は，「エネルギ・－の最   

底状態」であると定義される。  

最近の宇宙論については，   

Sワインベルク，「宇宙創成・最初の3分間」（ダイアモンド社）   

佐藤文隆，「宇宙の創成」（紀国屋書店）   

を参照せよ。  

12）このような「少数多体系の質」を研究する一つの代表的分野として「原子   

核理論」をあげることができる。  

13）佐藤七郎，「現代生物学論の諸問題」  

りSA編「現代の科学論I」（勤草書房），「現代生物学の構阻」（大月書  

店）  

フランソワ・ジャコブ，「生命の論理」（みすず書店）等を参照せよ。  

14）熱効率を野，高温熱源の温度をTl，低温熱源の温度をT2，とすれば一般   

に  

／Tl－T2  

34  

Tl  

が成立する。可逆熱機関（カルノー・サイクル）の場合には等号が成立する。  

15）朝永振一郎博士の名著「物理学とは何だろうか」（岩波新富）第Ⅱ章を参照   

せよ。  

16）いま，箱の中に気体分子が入っている簡単な例を想定しよう。巌初にすべ   

ての分子の速さと方向を同一・にそろえておくことにしよう。壁との衝突，あ   

るいは気体分子相互の衝突などの結果，時間とともに気体分子はランダムな   

運動をはじめるであろう。もちろん，気体分子がランタ■ムな運動を始めると   

ともに，系のミクロの状態の数は増大する。  

17）小出昭一郎氏は，エントロピー概念を説明するためにトランプの例をあげ   

る。   
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トランプには赤，黒それぞれ26枚の討52枚があるが，いま，マクロの状  

態として，赤も黒も全部がまじった状態と，赤は上半分で黒は下半分という  

二つの状態たけが区別できるとしよう。す－なわち，赤も黒もまじった52！  

（＝Wl）通りのミクロ状態は全部でひとつのマクロ状態をなすとみなすので  

ぁる。また，上半分が赤で下半分が黒の状態は，ミクロには，（26！）2（＝W2）   

通り存在するが，これらのすべてはひとつのマクロ状態をなすとみなすこと   

にする。   

Wl通りの全部がまじった状態では，いくらきっても，マクロには同じ混  

合の状態が保たれる。これは熱平衡状態に対応する。これに対し，上半分が   

赤のマクロ状態からはしめてカードをきりつづけると，Wl通りのそれぞれ   

が同じ割合で実現するように，すなわち「熱平衡」的になる。  

そこで  

上半分が赤で下半分が黒というマクロ状態のエントロピーを  

S2＝ClogW2，  

（ただし，logは自然対数，Cは定数）  

－－・様にましったマクロ状態のそれを  

Sl＝ClogWl，  

とすれば，Nが大きいときにスターリングの公式logN！＝NlogN－Nが   

成立することを用いて，  

Sl－S2＝Clog2＞0  

となる。すなわち，カードをきることによりエントロピーが増すことが示さ   

れた。   

′ト出昭一郎，「マクロの世界とミクロの世界」（「現代の自然観」（大月書店）  

所収）  

18）第3章のこれ以降の記述において，いくつかの箇所で以下の文献を参考にし   

た。   

荒川・秋間編「現代科学の形成と論理」（大月書店）第Ⅲ章，  

レオン′・ブリルアン「科学と情報理論」（みすず書店）   

岩波講座現代物理学の基礎「生命の物理」  
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19）－・般には，外からの操作によって系の状態も変化を受ける。Appendix中   

の「情報のネゲントロピ一原理」を参照せよ。  

20）宮原将平氏は，「情報」を「われわれが知っているか否か」に関して定義   

しようとする立場を批判し，その客観性を強調する。この立場を継承してこ   

の問題に踏み込むならば，「潜在的な情報鼻」の存在を認め，それに対する   

実践を客観的に扱うという．ここで素描した見地が重要になるであろう○   

宮原将平，「新しい自然像」（JSA編「現代の自然観（大月書店）所収）  

21）これは，W個のどの事象も生起確率が等しい場合の定義である。W個の可   

能な事象がそれぞれ確率Pl，P2，，Pwで起こりうる場合には，一回   

の試行で得られる平均情報盈Ⅰ（Pl，P2， ，Pw）は，次式で与えら   

れる。   

W  

I（Pl，P2， ，Pw）＝‾≡ilogPi   

Pi（i＝1，2，…，W）がすべて等しい場合には，Pi＝志となり，この   

定義式はⅠ＝KlogWと一哉する。  

22）この定義の範囲に限るならば対数の底は何であってもかまわないが，「股   

には自然対数である。  

23）これは，binarydigit（ニ進数）からの合成語である。  

24）二進数を基本にするために，23＝8，21』1024などの値が剛、られる。  

25）前掲の文献18）参照。とくに，荒川・秋問編「現代科学の形式と論理」の   

P156～P158では，この証明が簡潔になされている。  

26）この三つの例は，文献4）および18）からの引用である。相転移に関する考   

察は私の指摘である。  

27）前掲書4）参照  

28）菅野礼司，「科学と思想」24，P178  

29）しかしながら「物質の普遍的属性である質と塩に対比されるものが物質的   

側面とエネルギー的側面であり；・・■・」というステー・・トメントには補足ある   

いは留保が必要であろう。質に対比されるものが物質的側面であることには   

異論はないが，量に対比されるものがエネルギーであろうか。自然的物質に   

はエネルギー以外にも多くの塩的規定性が存在するではないか。エネルギー   

的側面は物質的質に属するところの最も普遍的な蜃的側面であるのではなか   

ろうか。  

30）フォン・ベルタランフイ，「一・般システム理論」（みすず書店参照）   
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31）見田石介氏は「岩波経済学辞典」の中の「生産力」の項でトせ産話力は，  
●●●●●●●●   

●●●●  すべて自然力すなわち物質の構造とェネルギ・－を基礎としており，その自然   

力が人間によって社会の中で形成され発展させられたものである。一 …」   

（傍点は引用者）とのべておられる。この規定は「科学＝産業革命」期にお   

ける生産諸力の規定としては不十分である。菅野礼司氏の議論を借りて補強   

するならば傍点部分は「物質の構造とエネルギー，および物質の相互連関に   

関係するところの情報を基礎としており・」とすべきであろう。このように，   

情報概念は史的唯物論の基礎にも重要な影響をおよぼすものである。  

32）人間とその社会を生み出した自然の歴史には，三つの大きな段階を見るこ   

とができる。第一・のものは，BigBa将にはじまるところの，百数十億年に   

およぶ芋酋と無機的自然の歴史である。その歴史的過程において絶えず新し   

い賀が生成され発展してきた。それらのおもなものは，原始星雲の形成，大   

腸系への進化とその中における地球の誕生などである。  

第二の，決定的に重要な質的変化は，生命の誕生と進化であろう。生命の   

誕生には，それに先立つ長い化学進化の過程があり，その中で生物体に必要   

な有機化合物が蓄積されていく。これらの複雑な有機化合物を含む溶液中に   

おいて，周囲の外部媒質と境界面により区別され，かつそれと相互作用する   

能力をもち，それによって成長し増殖する能力をもつ多分子性開放系（いわ   

ゆるプロビオ・ント）が生成される。プロビオ・ントは，その後の前生物的自然   

選択により，その分子的および，より巨視的な構造を完成させ，物質代謝の   

能力を獲得し，始原生物の発生へと導く。始原生物の30数億年におよぶ進化   

の中から人類が生まれてくる。  

第三の段階は，人頬とその社会の誕生である。  

参考文献 オパーリン「物質・生命・理性」（岩波現代選書）  

33）キーボードのほかに音声入力装置なども実用化されているが，コンピュー   

タはあくまでも受動的である。  

34）巌近では動作原理が基本的に異なるいわゆる「第五世代のコンピュータ」   

の研究が進められている。  

35）こうした方向のいわゆる「第五世代のコンピュータ」の性能を決定するの   

は，基本的には演算速度と記憶答愚，およびプログラム言語であろう。現在，   

自然科学分野におけるコンピュータの利用の多くが数値計算であるが，すで   

にLISPなど数式を数式のまま変形したり，数式を解析的に微積分すること   

ができる言語も開発されている。第五∵世代以降の「問題解決型」のコンビュ  
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一夕が実用化されれば，現在の理論物理学の数理的側面の大部分は，問題を   

あたえればコンビ．ユータが自動的に問題を解決し，推論の過程を示すように   

なるであろう。  

参考文献 石田晴久編「進化するソフトウェア」（別冊サイエンス）  

36）エンゲルス，「猿が人間化するにあたっての労働の役割」参照  

37）トフラ・－の「第三の波」は，たいへん興味深い著書であるが，この観点が   

弱いように思われる。  

38）原始共同体社会では，いわゆる「国家」は存在しなかった。支配一   

被支配の関係が存在しない以上，国家を必要とする理由は存在しなかったか   

らである。奴隷制社会の成立とともに国家があらわれる。すなわち，国家と   

は階級支配を維持するための装置である。「国家」のこの性格は，基本的に   

は現代にまで受け継がれている。（参考文献60）参照）  

39）物質的労働の中に「編み込まれていた」（ドイツ・イデオロギー）科学が，   

相対的独立をはじめたのも，この奴隷制社会においてであった。それは支配   

階級の末端につながって実務に携わる「書記」の手により担われた。基本的   

には現在までこのパターンが続いているが「科学＝産業革命」は科学とその   

恩恵を万人に解放する可能性を示唆している。   

40）エンゲルス，「アンチィ・デュ－リング」より  

41）農地を三つに分けて，順次，夏畑，冬畑，休耕地（放牧地）とする農法  

42）この原型は後に，反ファシズム統一戦線論などに取り入れられている。  

ディミトロフ，「反ファシズム統一・戦線」  

トリアソティ，「コミンテルン史論」  

43）資本主義は通常，初期の資本制単純協業，マニュファクチュア（工場制手   

工業）の段階を通り，産業資本主義の段階を迎える。  

44）「働けど働けど，なおわが暮し，楽にならざりき。しっと手を見る」  

石川啄木  

亜）都留重人民は，朝日新聞特集「世界経済の転機」の中でつぎのように論じ   

る。「ここで注意すべきことは，アメリカのルイス・マンフォードが『技術   

と文明』の中で香いているように，産業革命期のこれらの技術革新のことは，   

「当時の科学上の業績にすこしも触れずに書くことができる」ということな   

のだ。「その大部分は，科学から直接助けを受けずに世に出たのであり，こ   

れらの発明や考案を可能ならしめたのは，実に鉱山や工場，機械製作所，時   

58  

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



情報その畳と質  

計製造所，錠前造り屋などにいた実際家であり，また，材料を器用に取り扱   

って，新しい方法を想定した好寄心の強い素人だった」。  

46）それとともに，科学が私的資本の内部に包摂されるようになるという問題   

が生している。都留要人氏は次のように論じる。  

「ここにいたって，大きな変革が生した。かっては『真理は万人によって   

求められることを自ら欲し』（岩波文庫発刊のことば）と言われ，科学の成   

果は人頬の共有財産と考えられていたのに，今や科学は別して生産的である   

がゆえに私有化の対象となり，科学者が，利潤追求を第一・義とする私的資本   

の内部に包摂されるようになったのである。  

医師とか弁護士とかいう自由業人を私企業が抱えても，たとえば医師のサ   

ービスは普遍性をもっていて，特定の会社にだけ特定の治療法を使うという   

性格のものではないのに対し，生産力の根源としての科学者を私企業が抱え   

ることは，企業側が科学者のサーヒスを独占することを期待するだけに，「自   

主」と「公開」を行動規範とする科学者にとっては大きな矛盾である。だか   

らでもあろう，遺伝子工学の例にみられるように，第一線の科学者自身が企   

業開発に乗りだすようにもなった。  

もっと問題なのは，科学までも費用化して企業内で私有化される技術等新   

ほ，かってのような特許の形をとるよりも，ノウハウとして企業秘密の扱い   

を受けることが多くなるという点である。企業秘密として新技術の独占状態   

を続けることができればできるはど，超過利潤の確保を維持できるというよ   

うな状態は，本来，資本主義の原則に反する。なぜなら，新機軸をはじめて   

導入した先駆者が得る超過利潤は，それが一時的である点に社会的意味をも   

っのであって，利潤は，だからこそ社会的生産力発展のための刺激誘因の役   

を果たすと考えられているのに，企業秘密化の慣行のもとでは，利潤が，本   

来社会的である生産力を普遍化させないことに成功した度合いをあらわす指   

標となるからである。」  

47）′ヾナール ，「歴史における科学」（みすず書店）  

亜）このように，科学が現代社会において決定的に重要な位置を占めるように   

なったことを契機として，科学論に対する関心が高まっている。   

牧 二郎，「科学論の哲学的諸問題」（岩波講座「哲学」第一・巻所収）  

大沼正則，「日本のマルクス主義科学論」（大月書店）  

コーシング編，「科学論」（法政大学出版局）  

秋間 実，「科学論の世界」（大月書店）  
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芝田進午，「現代の精神的労働」（三一書店）  

また，古典として，  

戸坂 潤，「‾科学論」（勤草書房発行，戸坂潤全集第一・巻所収）  

以上の文献をあげておく。   

49）トフラーの「第三の波」の中で用いられている用語である。  

50）永井道雄氏はいう。  

「いま，私たちはエ業化のつぎの段階，ポスト工業化社会の時代に入りつ   

つあると，理論的な根拠をもって書いたのは，アメリカの社会学者ダニエル   

・ベルであった。  

ところが，興味深いことに，新しい段階の社会にはさまざまな名前がつい   

ている。ロバート ・ハッチンズは，その特色は学習社会であると指摘した。   

エリソヒ・フロムは，人間が「所有」よりも「存在」を自覚する時代だとい   

った。経済史家のウォルト・ロストウは高度大衆消費社会だといい，梅悼忠   

夫やマハルソプなどは，つぎの段階は情報化社会だと，早くから指摘してい   

たのであった。  

このことは，切り口によって，新しい段階の社会をさまさまに特色づける   

ことが可能であることを意味している。それぞれの名前に，客観的な予測と   

ともに主観的な願望がこめられている面もある。理論的単純化もある。現実   

には，これら複数の名前に表された複合的な傾向が，競合し，対立しながら   

進んでゆくであろう。」（朝日新聞特集「教育はどこへ」より）  

51）マルクス，「経済学批判要綱」（大月書店）  

資本にかんする章一第2篇 資本の流通と過程，P654  

この指摘は重要であるので関連箇所を原文のまま掲げておく。   

「生きた労働と対象化された労働との交換．すなわち社会的労働を資本と   

賃労働の対立⊥いう形態で措定することは一価値関係と価イ酎こ立脚する生   

産との最後の発展である。この生産の前提は－富の生産の決定的要因とし   

ての，直接的労働時間の分盟，充用された労働の盟であり，またあくまでそ   

うである。だが大工業が発展すればするはど，現実的富の創造は，労働時間   

と充用された労働の塩とに依存するよりも，むしろ労働時間中に動員される   

詩作用因の力に依存するようになる。そしてこれらの作用因はそれ自身ふた   

たび－それらの強力な効果（Powe血1effectiveness）はそれ自身ふたたび   

－それらの生産に要する直接的労働時間に比例しないで，むしろ科学の－・   
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般的状態と技術学の進歩，またはこの科学の生産への応用に依存する。（こ  

の科学の，とくに自然科学の，そしてそれとともに他のあらゆる科学の発展  

は，それ自身ふたたび物質的生産の発展に比例する。）たとえば農業は，全  

社会体質的素材転換にかんする科学のたんなる応用となる。現実の富はむし  

ろ－そして大工菓がこのことを暴露するのだが－充用された労働時間と  

その生産物のあいだのはなはたしい不比例のかたちで，また同じくまったく  

の抽象に還元された労働とこの労働が監視している生産過程の暴力（Gewalt）  

とのあいだの質的不比例のかたちで表明されている。労働はもはや生産過程  

に内包されたものとしては現れないで，むしろ人間が生産過程それ自体にた  

いし監視者ならびに規制者として関係す－る。（機械装置にかんしてのことは，  

人間のもろもろの活動の結合と人間の交易の発展にかんしてもまたあてはま  

る。）もはや変形された自然物を客体と自己とのあいだの中間項として挿入  

するのが，労働者なのではなくて，むしろ労働者は，彼が産業過程に変換さ  

せた自然過程を，自己と彼が自分の制御下においている非有機的自然とのあ  

いだの仲介物としてねじこむのである。労働者は生産過程の主作用因ではな  

くなって，生産過程とならんで現れる。このような交換においては生産過程  

の主作用因は，人間自身が遂行する直接的労働でもなければ，彼が労働する  

時間でもなくて，彼自身の一・般的生産力の領有，自然にたいする彼の理解，  

そして社全体としての彼の定在を通じての自然の支配－一言でいえば社会  

的個体の発展であって，これが生産と冨との主柱として現れるのである。現   
●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●   

●  ●  ●                              ●  ●  ●  ●  ● 代の富の基礎となっている他人の労働時間の窃盗は，この新たに発展した，  

大工業それ自身の創造した基礎にくらべればあわれな（miserabel）基礎に見  

える。直接的形態での労働が富の偉大な源泉であることをやめてしまえば，  

労働時間は富の尺度であることをやめ，またやめさるをえないのであって，  

したがってまた交換価値は使用価値の（尺度〕であることをやめ，またやめ  
●●●●●●●  

さるをえないのである。大衆の剰余労働はすでに一般的富の発展にとっての  
●●●●●●●  

条件ではなくなっており，同様にまた少数者の非労働は人間の頭脳の一般的  

渚力の発展にとっての条件ではなくなっている。それとともに交換価値に立  

脚する生産は崩壊し，直接的物質的生産過程は，それ自身窮迫性と対抗性と  

をはぎとられた形態をうけとる。もろもろの個性の自由な発展，またしたが  

って剰余労働を産出するための必要労働時間の引下げではなくて，一・般に社  

会の必要労働のある最低限への縮減，そのばあいこの縮減には，すべての諸  

個人のために遊離された時間と創造された手段とによる諸個人の芸術的・科  
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学的等の教養が照応する。資本はそれ自身過程的矛盾である。〔というのは〕   

資本は労働時間を最低限に縮減するのをさまたげるとともに，他方では資本   

は労働時間を富の唯一・の尺度と源泉として措定するからである。だから資本   

が労働時間を必要労働時間の形態で減少させるのは，労働時間を過剰労働時   

間の形態で増加させるためであり，それだから資本は累増的に過剰労働時間   

を必要労働時間にとっての条件一死店問題（questiondevie etdemort）   

－として措定する。したがって一面からみれば，資本が科学と自然の，ま   

た社会的結合と社会的交易のいっさいの力を呼びおこして，その結果富の創   

造をそれにもちいられた労働時間とはかかわりのない（相対的に）ものにし   

ようとする。他面からみれば，資本はこのようにして創造されたこの巨大な   

社会的諸力を労働時間で測定し，そしてすでに創造された価値として維持す   

るために必要な諸限界のうちに，これらの話力を封じこめようと欲する。生   

産力と社会的関係一社会的個体の発展の異なった二つの側面－は，資本   

にとってはたんに手段として現れるだけであり，そしてまた資本にとって，   

その偏狭な基礎から出発して生産をおこなうための手段にすぎない。実際上   

はしかしそれらは，それらを爆破するための物質的諸条件なのである。『12   

時間の労働のかわりに6時間の労働がなされるとき，一国民は畠実に富むの   

である。富（wealth）とは剰余労働時間の支配ではなくてEK実在的富芳■すべて   

の個人と社会全体のための直接的生産に使用された時間以外の，自由に処分   

できる時間である』〔F≪国民的難局≫原因と対策』，1821年，6ページ〕   

自然は機械を作りたさないし，機関車，鉄道，電信（electrictelegraphs），   

ミュ・－ル自動精紡機（selfactlngmules）等を作りださない。それらは人間の   

勤労（menschlicheindustrie）の産物である。≪言いかえるなら＞＞自然を支配す   

る人間の意志の器官，または自然における人間の意志の実証の器官に転化されて  
■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●   

いる天然の材料である。それらは人間の手によって創造された人間の頭脳の器官  

対象化された知力である。固定資本の発展は，一般的社会的知識（Wissen，   

Knowiedge）がどの程度まで直接的生産力となったか，したかって社会的生   

存過程それ自体の諸条件がどの程度まで一磯的知性（generalint11ect）の支   

配下にはいったか，この知性にしたがってどの程度まで改造がおこなわれた   

か，をしめしている。≪固定資本の発展は，≫社会的生産力が，知識という   

形態でばかりでなく，社会的実践の，現実的な生存過程の直接的器官として，   

どの程度まで生産されたか，≪を・しめしている≫。」  

52）都留重人民はつぎのように諭しる。「現に先進諸国では，この原理を半ば   
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取り入れた給与体系や社会保障的給付が常識化している。労働意識をかきた   

てるための奨励的給与方式も，計画化原理の－・部とみなしうる。」（「世界経   

済の転機」より）  

53）「ユンカー＝地主的国家のかかわりに，地主＝資本家国家のかかわりに革   

命的民主主義国家を，すなわちあらゆる特権を革命的に破壊する国家，もっ   

と完全な民主主義を革命的に実現することをおそれない国家をもってきたま   

え。そうすれば，異に革命的民主主義的国家のもとでは，国家独占資本主義   

が，不可避的に社会主義にむかっての一歩あるいは数歩を意味することがわ   

かるだろう」（「さしせまる破局，それとどうたたかうか」より）  

54）共同授業からの帰路，通りかかった水島のある自動車工場では，ほぼ完全   

な無人工場が出現しており，ただ「窓ガラスをはめる」という作業だけが人   

間の手で行われているとのことであった。  

55）長州－－こ氏はトフラーとの対談で次のように述べている。   

「現代文明は空前の繁栄のもとで，実は“Triple mass death’’－3   

つの大患死－の方向へ歩んでいるのではないか。1つには核による   

大愚死，2つめは公害，環境破壊と資源枯渇による緩慢な大恩死，3つめは   

管理社会による人格と精神の大量死，この3つの大袋死は，ある意味では，   

「歴史は絶えず進歩する」という考え方が生み出したものと言えるでしょう。  

しかし，これに対するコントロ・－ル機能もいろいろな形で考えられ，ため   

されてきている。核に対する平和運動，環境問題での市民運動，それから管   

理社会に対する青年の，あるいは最近ではもっと若い世代の反乱。必ずしも   

多数を制しているわけではないが，いずれも今の文明のあり方に鋭い問題振   

起をしていることは否定できません。  

ここで興味深く，しかも賛成なのは，第この波が生み出したものを乗り越   

えていく可能性もまた第二の彼の申で作りあげられていくのだという，トフ   

ラーさんの指摘です。危機を生みだした文明は危機を乗り越える可能性をも   

うちにはらんでいるのであり，その南方を見ないと正しくないと思います。」  

このことに関連して，「経済学批判序言」中の次の－・節が想起される。「L   

一つの社会構成体は，それがいれうるだけのすべての生産力が発展しきるま   

ではけっして没落するものではなく，また，新しい，より高度の生産関係は，   

その物質的な存在諸条件が旧社会自体の胎内で僻化しおわるまではけっして   

従来のものにとってかわることはない。だから人間はつねに自分が解決しう   

る課題たけを提起する。‥」  
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56）′ヾナールの影響を受けた著作として，   

M．．ゴールドスミス，A マカイ編「科学の科学」（法政大学出版局）をあ   

げることができるが，内容的にやや物足りないという印象を受ける。  

57）この思想は，現代のヨーロッパ知性を代表す－る流れの一っである「ヨ一口・   

コミュニズム」思想に多大の影響をあたえたイタリアの思想家，アントニオ・   

グラムシの獄中ノート中の－・節「歴と質」に述べられている思想にも共通す   

るものであろう。   

「質のない量も，蛍のない質も（文化のない経済，知性のない実践癌動，   

およびその逆）存在しえないので，二つの項を対置することは合理的見地か   

らすればナンセンスである。そして，事実，グリエルモ・フェルレ一口商会   

流のあらゆる愚劣な変癌をもって質を優に対置するとき，じっさいには，あ   

る質を他の質に，ある量を他の塵に対置しているのである。いいかえれば，   

ある種の術策を弄しているのであって哲学的主張しているのではない。もし   

墓一質の関連が切りほなしえないものであるなら，つぎの問が生ずる。す   

なわち，量を発展させるのと，質を発展させるのと，自分の意志の力をどち   

らにそそぐのがいっそう有効か。ニつの側面のどちらがいっそう統御しやす   

いか，どちらがいっそう容易に測定されうるか。どちらに立てば予測を・し，   

仕事の計画を立てることができるか。答えは疑問の余地がないように思われ   

る。すなわち，盟約な側面に立ってである。それゆえ，盟にはたらきかけよ   

うと欲し，現実の「物体的」な側面を発展させようと欲すると主張すること   

は，「質」を無視しようと欲することを意味するのではなくて，逆に，いっ   

そう具体的かつ現実主義的な仕方で質的な問題を立てようと欲すること，す   

なわち，その発展を銃創しやすい，測定できるものにするような唯一の仕方   

で賀を発展させようと欲することを意味しているのである。   

この間いは，≪primum vivere，deindephilosophari≫〔「先ず生きて，   

しかるのち哲学的思索を・おこなう」〕という諺に表現されている他の問いに   

結びついている。じっさいには，生卓ることを哲学することから切りはなす   

ことはできない。それにもかかわらず，この諺は一つの実践的意味をもって   

いる。すなわち，生きるとは特に経済的実践活動にたずさわることを意味し，   

哲学するとはotiumlitter・atum〔文化的な閑暇〕にたずさわることを意味する。   

けれども，ただ「生きる」だけの人びと，くたくたになる奴隷的労働等々を   

強いられている人びとがいるが，その労働がなければなにびとも哲学するた   

めに経済的活動を免除される可能性をもつことはできないであろう。蜃に反   
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対して質を主張することは，正確には，誰かはまったくの盈であり，他の人   

は質であるような一・定の社会生活の諸条件を手をつけずにそっくりそのまま   

維持するということを意味するにすぎない。そして，自分を質，美，思想等   

々の特権の免許をあたえられた代表者とみなすことはなんと愉快なことであ   

ろう。自分はこの世に貿と美とを保存するという機能をはたしていると信じ   

ていないような上流婦人はいないものだ！」。（グラムシ選集第一・巻「哲学と   

歴史の諸問題」より）  

この見解には，本学部でしばしば行われる「リベラル・アーツ」に関する   

議論を皮相的なものにしないためにも，留意しなければならないだろう。  

58）原理的な問題は，すでに，「家族，私有財産および国家の起源」の中で諭   

しられている。  

ト・・以前の社会状態からうけついだ男女の法的不平等は，女の経済的抑   

圧の原因ではなくて結果である。多くの夫婦とその子たちとを包括していた   

古代の共産主義的世帯では，妻たちにまかされた家計の運営は，夫たちが食   

料を調達するのとまったく同じように，一つの公的な，社会的に必要な産業   

であった。家父長制家族があらわれるとともに，そしてそれにもまして単婚  

制個別家族があらわれるとともに，この事情ほ変化した。家計の運営は，そ   

の公的な性格をうしなった。それは社会とはもうなんのかかわりもないもの   

になった。それは一つの私的労役となった。妻は，社会的生産への参加から   

排除されて女中頭となった。現代の大工業がはじめて女に－それもただプ   

ロレタリアの女だ研こ一社会的生産への道をふたたびひらいた。だが，そ   

の仕方は，女が家庭での私的労役の義務をはたせば，公的生産からしめたさ   

れたままとなって一・文もかせくことができないし，また公的産業に参加して   

ひとりだちでかせこ■ぅと思えば，家庭の義務をはたすことができない，とい   

うくあいである。そして，女にとって工場でこうであるばかりか，医師や弁   

護士にいたるまでのいっさいの職業部門でも同じである。近代の個別家族ほ，   

妻の公然または隠然たる家内奴隷制のうえにきずかれており，そして近代社   

会は，ただ個別家族だけを梅成分子とする集団である。今日では，すくなく   

とも有産階級においては，夫は大多数のばあいに稼ぎ手，家族の扶養者でな   

ければならず，そしてこのことが夫に支配者の地位をあたえるのであって，   

なにも法律上の特別優先権を必要としない。家族のなかでは夫がブルジョア   

であり，妻がプロレタリアを代表する。ところで，産業の世非では，資本家   

階級の法律上の別個の特権がいっさい除去され，両階級の完全な法律上の同  
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権がうちたてられてのちに，はしめてプロレタリアを重圧する経済的抑圧の   

特性が，その完全な鋭さであらわれてくる。民主共和制は，両階級の対立を   

揚棄するものではなく，かえってこの対立がたたかいぬかれる地盤をはじめ   

て提供するのである。それとまったく同じように，近代家族における妻にた   

いする夫の支配の独特な性格も，さらに両者の真の平等な社会的地位をうち   

たてる必要と仕方も，夫婦が法律上完全に同権になったときにはしめてあき   

らかにあらわれるであろう。そのときには，女の解放のための第一・の先行条   

件は公的産業へ全女性が復帰することであり，それにはまた，社会の経済単   

位であるという個別家族の性質を除去する必要があることが，あきらかとな   

るであろう」。  

59）現代における階級闘争の問題を「特権と人権」という見地から論じた興味   

深い著作として，つぎの著書をあげることができる。   

武谷三男，「特権と人権」（勒葦書房）  

60）最後に，ニ，三の問題をあげておこう。マルクスは，「交換価値に立脚する   

生産様式の崩壊」を予見していたことはすでにのべたがこれは驚くべき透察   

であった。ところで私が理解する限りでは，彼は帝国主義の段階における「不均   

等発展の法則」などについては何も言っていない。にもかかわらずこの法則   

は，帝国主義段階の資本主義世界体制の最も弱い環がロシアに集中し，この   

環を破るかたちでのロシア革命が可能であることを示唆し，それは実現された。  

ある意味では，ロシア革命は社会主義への移行の特殊な形態であった。ロ   

シア革命の「ジャコ′ヾン的」性格を批判した一人は，ロ・－ザ・ルクセンブル   

グであった。彼女は，「自然成長性」のもつ妥安佐を強調したが，彼女の批判   

は必ずしも的確なものではなかった。  

ロシア革命の特殊性による制約は，現代にも影を落としているように思わ   

れる。ノーベル文学賞辞退の弁に，世界の「パンに飢えた多くの人々   

の存在」をあげたサルトルは「方法の問題」の中でつぎのように述べてい   

る。「ここ20年釆，マルクス主義の影は歴史を暗くして釆た。それはマルク   

ス主義が歴史とともに生きることをやめ，官僚的な保守主義によって，変化   

を同一・性に還元しようとこころみているからである」（傍点はサルトル）。彼   

のこのことばは，マルクス主義にとって不幸な，スターリン主義的歪曲の問   

題を意識してのものであろう。彼はつづけていう。「だが理解せねばならな   

い。…‥マルクス主義はなおこ－く年若いのであって，はとんど幼少年期にあ   

るといってもよいはどである。それはやっと発展をはじめたばかりである。   
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それでマルクス主義はわれわれの時代の哲学としてとどまっている。それを  

生んだ状況がいまだのりこえられていないため，マルクス主義はのりこえら  

れることはできない。われわれの思惟はマルクス主義があたえる枠内に包含  

されるべきであり，さもなければ虚ろなものとなって消えてしまうか後退す  

るよりはかはない」（サルトル，「方法の問題」，P．37）。この一節には彼の知  

的模索の中における「苦悩」がにじみ出ているように思われる。彼は，自然  

弁証法の承認には蹄躇しつつも，「のりこえ不可能な哲学」として史的唯物論  

を受け入れたのである。（サルトルの自然弁証法に対する態度は，「マルクス主  

義と実存主義」（人文書店）を参照せよ）。彼は，不可避的な結論として，ヨ  

一口・コミュニズムの「知性」に接近していく。（サルトルは，パルミ一口・  

トリアソティが訪ソ中にクリミア半島のヤルタで逝去した折に格調高い追悼  

文を寄せている。いま手許にはないが，1964年10月頃の岩波書店発行「世  

界」にその全文が紹介されていたことを思い出す。サルトルは追悼文を，「私  

が愛する一人の人間，それはわが友，トリアソティであります」と結んでい  

る）   

ロシア革命の特殊性を理論的に解明し，それを媒介項として西欧諸国にお  

ける普遍性を透察したのはグラムシであった。彼は，西欧には発達した市民  

社会があり，政治社会と市民社会の間には一・定の関係が成立していることを 

理解した。彼によれば，恐慌の襲来，あるいはなんらかの危機に際して「国  

家」が動揺をはしめると，市民社会の頑強な構造が姿をあらわし，国家をつ  

よく支える。すなわち市民社会の上部構造が積極的に体制を維持し，戦闘に  

おける蟹壕体系の役割をはたすのである。国家はこれらの蟹壕体系中の一つの  

前進基地である。前進基地を攻略しても，その周辺に要塞と砲台の頑強な連  

鎖が依然としてそびえたっている。したがって，この市民社会の上部構造，  

陣地戦における防禦体系にあたるものを具体的に研究し，詳密な戦闘計画を  

たてなければならない。（牧 二部氏の科学論において性格規定がなされてい  

る「科学・技術体制」は，現代における決定的に重要な要寒の一つであろう。）   

これに対してロシアでは市民社会はまだ原始的であり，ゼラチン状であっ  

た。それ故，ジャコ′ヾン的形態による国家機関に対す－る攻撃が比較的容易で  

あった，というのである。グラムシは，つぎのようなノートを残している。  

（ファシズム体制下における獄中ノートであるために，思想の深さのはかに  

も比喩的表現が用いられるなど，やや難解である。「イリイツチ」は，近代史  

上著名なある人物を指す。）  
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「私には，イリイッチが，〔19〕17年に勝利のうちに東方に適用された機動  

戦から，西方でただ一・つ可能な形態であった陣地戦へ変える必要があること  

を理解したように思われる。西方では，クラスノフがいうように，軍隊は短  

期間に無限の童の軍需品を蓄積し，社会の骨組みはそれ自身がなおもっとも  

堅固な塑壕となることができたのである。これが「統一・戦線」の定式が意味  

したことであろうと思われる。それは，フォシュの単劇の指揮下にある協商  

国側のただ一つの戦線の構想に照応している。   

惜しむらくは，イリイソテにはかれの定義を深めるだけの時間がなかった。  

かれが深めることができたのは理論的にだけであり，一方，基本任務は国民  

的なものであり，地形を偵察し，市民社会の諸要素によって代表される蟹壕  

と要塞をつきとめること等々であることを考慮にいれるにしても。東方■では，  

国家がすべてであり，市民社会は原生的でゼラチン状であった。西方では，  

国家と市民社会のあいだに適正な関係があり，国家がぐらつくと，たちまち  

市民社会の頑丈な構造が姿をみせた。国家は第一・線塑壕にすぎず，そのうし  

ろには要塞と砲台の頑丈な系列があった。もちろんこれには国家により多少  

のちがいはあっても，このことがまさしく，国民的性格の正確な認識を必要  

としたのである。（「現代の君主」（苗木文庫）P202）」   

マルクスの透察にも，サルトルの苦悩にも，また，グラムシの驚くべき洞  

察の深さにも，われわれは知的関心をよびおこされるが，現代社会は，ま  

さに現代的な，さらに新しい問題を提起しているのである。   
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